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△ 電子申告のプロジェクトチーム設置

Q ●
● 国税庁では、電子申告の導入に向けて

検討を進めているようですが、現在はどのよ

うな状況になっているのでしょうか。

A:電子申告プロジェクトチームが設置さ
れ、今後行われる実験のためのシステム開発

などが行われる予定です。

【解説】

税務当局への申告書類の提出を、現行の用

紙に代えて、インターネットを利用して、パ

ソコン等で作成した電子データのまま送信。

提出できる電子申告制度は、2003年の導

入を目指して検討が進められています。

今年の4月には国税庁内に設置された電子

申告研究会から、最終報告書「望ましい電子

申告制度の在り方について」がまとめられて

います。

国税庁ではこの度、これまで電子申告を検

討してきた国税庁企画課の担当者に、東京 ●

大阪両局の所得税、法人税などの担当者を加

えた十数人体制での電子申告プロジェクトチ

－ムを設置しました。

プロジェクトチームでは、まず、選定され

た実験システム開発業者と具体的な打ち合わ

せを行い、実験システム・プログラムの開発

を行うこととしています。併せて、実験に当

たっての実施要領を作成、実際の実験では指

揮・監督を務めることになります。

実験は当初、7月以降実施可能なものから

順次行われる予定でしたが、実験システム開

発業者の選定がlか月程ずれ込んだことなど

から、8月以降行われることになっています。
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